
おかえりなさい!

　　　　　　　

　　　　　　　

今後はイラストなどを用いて、在宅状況がわかり
やすくなるように、開発を勧めていきたい。
また、識別した言葉に対する、応答の種類を増や
していきたい。

　　　　　　　　 　

people countingとface_recognitionを組み合
わせて画像に映る人を二次元の座標に置き換え
て、ドアの出入りを判定しようと考えている。
将来的には自作アプリケーションとの組み合わ
せにより、一目で状況を確認したい。

　　　　　　 

顔認証を行った結果、登録した写真と顔が一致
すれば通知を送信する。アプリ内での外出
・在宅の表示に加え、メールやLINE、slack
などに通知をすることにより、いつ、誰が出入
りしたのかをより詳細に知ることができる

　　　　　

「ただいま」「いってきます」などの言葉から
対応した返事を返して防犯対策を行う。

顔画像を撮り、顔のランドマークを検出し、顔
の特徴を数値化。数値化されたもの同士を比較
して認証している。
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技術解説

housensorは、誰が家にいるかが『負担なく』
『すぐに』わかる在宅管理システムである。
警視庁の発表によると、令和3年においては、
約1万7千人もの認知症者の行方不明者届が
出されている。
現在はこの課題を解決するため、GPSや見守りカ
メラといったサービスがある。
しかしGPSは、常に持ち歩かなければならないと
いう『負担』が高齢者にかかり、見守りカメラは
誰が家にいるのかが『すぐに』はわからない。
よってこれらの課題を解決できるhousensorを作
り出した。
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自動で顔と出入りを判定することによって、
高齢者やその他の家族の出入りを即座に確認でき
るようになり、高齢者が行方不明になる可能性を
低くすることができると考えられる。加えて、家
族の在宅状況を知ることにより、家族の安全確認
をできるようになると推測される。

ただいま!

housens◉r　-自動在宅管理システム-
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